


【いろは呑龍トンネルの整備効果①(平成25年台風18号に対して)】
○北幹線の整備により約８００戸が被害を免れた
○時間最大雨量41mmの雨により北幹線の貯留量が100％となった
⇒北幹線整備後、この地域で発生した最大の出水において、大きな効果を発揮



【いろは呑龍トンネルの整備効果②】
○これまでの延べ浸水被害軽減戸数は約3,000戸
浸水被害軽減額は約420億円と推計
⇒当該地域の浸水被害を大きく軽減



〇令和3年度末に、南幹線、呑龍ポンプ場、接
続施設（和井川、五間堀川－5）が完成
⇒桂川に排水できるようになり、長時間の雨
に対する安全性が大幅に向上

○令和５年度末に、調整池、接続施設（五間
堀川－2・3）及び南北の幹線管渠の一体運
用※1のための工事が完成
⇒いろは呑龍トンネルの排水区域で、より多
くの雨水を取り込むことが可能

○残る3箇所の接続施設の完成で、いろは呑龍
トンネルの排水区域において、平成25年台
風18号の時間最大降雨の1.5倍に相当する大
雨※2に対して浸水被害を解消

※1 これまで、貯留機能のみであった雨水北幹線第1号管渠（北幹線
上流部）について、雨水を流下させ、最下流の呑龍ポンプから
桂川に排水する運用

※２ 計画対象降雨(61mm/hr)：10年に1回程度発生する規模の降雨

【いろは呑龍トンネルの整備効果③】
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